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研究成果の概要（和文）：イタリアの北部同盟を例として、グローバル化時代の新右翼政党の思想・言動における「新
しいレイシズム」とファシズムとの歴史的・理論的比較研究を行った。
　北部同盟は地域主義と移民排除・レイシズムの二つの特徴を持つ。地域主義の要求は2000年代初めの憲法改正で州自
治権を拡大したことにより、北部同盟の存在理由が弱まり、北部同盟はその独自性を人種主義と移民排除に求めた。フ
ァシズムの人種主義は反ユダヤ主義とアラブ・アフリカ人への蔑視と抑圧が併存していたが、アフリカ人への人種主義
の激しさで北部同盟と連続している。
　

研究成果の概要（英文）：I carried out the comparative study between racism of Lega Nord and that of fascis
m historically and theoretically. Racism of Lega Nord is a typical example of  "new racism" of the new eur
opean right parties in the age of globalism. 
 Lega Nord has two features, regionalism and racism. The Rivision to the Constitution in the 2000s enlarge
d the power of local governments and regions. After that, Lega Nord intensfied racism, anti-imigrant and x
enophobia. Fascism had two racism, that is, anti-Semitism and racism for Arabs and Africans, the latter is
 very strong and common to Lega Nord.
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１．研究開始当初の背景 
イタリアの北部同盟は1990年代に台頭し、

2001 年以後、中道右派連立政権の一翼を担う
だけでなく地方自治体の行政も掌握し、政党
システムの中に定着した。また、北部同盟は、
ヨーロッパで拡大するゼノフォビア・ポピュ
リズムの急進右翼政党の先駆者として、他国
の急進右翼政党と連携を取りつつ、反移民・
反イスラムの運動を展開し、現実政策にも影
響を及ぼしている。 
北部同盟に関して 1990 年代以降、地域主

義、エスノ・ナショナリズム、反移民などの
イデオロギー、支持層や党構造の研究が行わ
れてきたが、それらは主に政党システムの視
点からの分析であった。また、ヨーロッパの
急進右翼の思想やポピュリズムの比較研究
はあるが、これまで概して、グローバリズム
との関係で論じられてきた。 
日本での北部同盟に関する研究は、1990 年

代の状況についてだけであり、その後の展開
と変容についての研究はない。また、その研
究には新しいレイシズムの視点はない。ファ
シズムのユダヤ人迫害については、その事実
の叙述はあるが、ファシズム期の人種政策や
レイシズムの歴史・理論研究はない。 
しかし、本研究者が北部同盟の研究を進め

る中で、イタリアだけでなく、現代ヨーロッ
パにおける社会的排除の思想の根底にある
レイシズムの深さと新しさ、多様性と共通性
を理解するには、各国のレイシズムの比較研
究と歴史研究の結合が必要であることが明
らかになった。 
そのために、各国のレイシズム・ゼノフォ

ビアの具体的な経路依存性 現代イタリア
の移民管理法とファシズム人種法との連続
と断絶、北部同盟のレイシズムへの植民地支
配の影響、北部同盟の反 EU・地域主義・反移
民・反ムスリムとレイシズムとの結合構造の
解明、そして、ファシズムとの比較研究を行
うことにより、「グローバリズム時代の新し
いレイシズム」の特質の解明が可能になると
考えた。 
 
２．研究の目的 

1980 年代後半以降フランス・イタリアな
どで外国人排除・反移民を主張する「新右翼」
政党が台頭してきたが、21 世紀にはこの波は
北欧にまで拡大し、ヨーロッパ各国のデモク
ラシーは新たな試練に直面している。本研究
は、イタリアの北部同盟を分析対象に、グロ
ーバル化時代の新右翼政党の思想・政策・言
動に存する「レイシズム」とファシズム期（総
力戦時代、ナショナリズムの極限期）のレイ
シズムとの歴史的・理論的比較研究を通じて、
この「グローバル化時代の新しいレイシズ
ム」の特質を解明し、レイシズム理論や現代
デモクラシー論の発展と、レイシズム・ゼノ
フォビアの克服のための方策の探求に貢献
することを目的とする。 
本研究においては、具体的には、第一に、

ファシズム期のレイシズムの歴史・思想・政
策を実証的に分析する。そのために、ファシ
ズムの「人種主義政策」に関する研究書とと
もに、ファシズム体制のレイシズムの思想と
政策の理論・運動面の推進母体であった”La 
Difesa della razza”などの雑誌を蒐集し、分
析する。また、イタリアの公文書館でファシ
ズム期の政府・党の人種政策に関する資料を
蒐集し、分析する。 
この作業を通じて、イタリア・ファシズム

のレイシズムの特徴を明らかにする。また、
ポストコロニアルの視点からのファシズム
の植民地支配に関する研究の検討を通じて、
イタリアのポストコロニアル問題と新しい
レイシズムとの関係に接近する。 
第二に、北部同盟に関する研究文献だけで

なく、機関紙“Lega Nord”の言説分析と北
部同盟が統治する自治体の政治家・活動家・
行政当局や市民団体への聞き取りによって、
北部同盟のレイシズムの思想・政策・構造と
特徴を明らかにする。 
第三に、これらに基づき、ファシズムと北

部同盟のレイシズムの歴史的・理論的な比較
研究を行い、また、ヨーロッパの他の国の新
右翼のレイシズムとの参照によって、「グロ
ーバル化時代の新しいレイシズム」の特質を
明らかにする。そして、それらを基礎に、そ
の後の課題として、日本を含め、ゼノフォビ
アとレイシズムの克服、共生社会の政策構想、
現代デモクラシーの理論の豊富化への寄与
を目指している。 
 
３．研究の方法 
本研究は以下の３つの部分からなり、それ

を年次的に進める。 
(1)ファシズムの人種主義政策やアフリカの
植民地支配の研究文献を検討し、先行研究を
踏まえる。ファシズムの人種主義政策やアフ
リカ植民地支配の研究文献の入手をしつつ、
人種主義の指導的イデオローグである
T.Interlandi らの雑誌”La Difesa della 
Razza”の重要論文や”L’impero”の論文の
蒐集、公文書資料館や国立図書館での人種主
義政策の一次資料の蒐集を行う。また、諸研
究雑誌でファシズムのアフリカ支配やファ
シズムの人種主義特集が組まれてきた。これ
らの新しい文献をできるだけ網羅的に収集
し、批判的に摂取する。 
この二つの作業によって、ファシズムのレ

イシズムの思想と政策の概要を把握し、分析
枠組みを構想し、次年度以降の研究の基礎を
作る。 
(2)北部同盟の言説分析とともに、北部同盟
が統治する自治体の対移民政策、対ムスリム
政策などについての政策研究を行う。そのた
め、政治家・活動家・市民団体などのヒヤリ
ングを実施する。 
(3)これらを元に、レイシズムの歴史的・理
論的な比較研究を行い、「グローバル化時代
の新しいレイシズム」の特質の解明と分析枠



組みの提示を行う。北部同盟に関する近年の
研究書や雑誌論文では、レイシズムと不可欠
な関係にある地域主義、Nativism、歴史観、
移民問題、ムスリム問題などが論じられてお
り、これらを手がかりに、理論的な把握を行
う計画である。 
また、イタリアでの聞き取りのために北部

同盟を訪れる計画であり、機関紙”Lega Nord”
の重要論文・記事を蒐集し、言説研究に取り
組む。 
 
４．研究成果 
(1)ファシズムの人種主義・反ユダヤ主義政
策とイデオロギーについての基礎資料を収
集し、分析を開始した。ファシズムには当初
反ユダヤ主義や人種主義思想はなく、イタリ
ア・ユダヤ人の 10 人中 3 人がファシスト党
に入党した経験があること、ファシスト政権
の反ユダヤ主義・人種主義政策は 1938 年に
突然打ち出されたこと、その背景には、ドイ
ツの反ユダヤ主義政策への同調によるドイ
ツとの同盟の強化とファシズムの活性化の
企図という反ユダヤ主義の政治的側面と、エ
チオピアの植民地化後の帝国建設における
人種の混交の回避、アラブ・アフリカ人への
人種主義的な蔑視の側面が存在したことを
明らかにした。 
この研究成果は、『龍谷法学』に連載中で

ある。イタリア・ファシズムの反ユダヤ主義
政策、人種主義政策に関して日本では本格的
な研究はなく、関係資料の日本語訳とともに
ナチズムの反ユダヤ主義との比較研究を可
能にするものとして、研究者の関心を呼んで
いる。今後もこの研究を継続し、発展させる
予定である。また、イタリアの近現代史研究
者との交流を進め、日本とイタリア、ヨーロ
ッパ諸国のファシズムや新しいレイシズム
の共同研究を今後、他の研究者とともに検討
する。 
(2)ファシスト政権はドイツやポーランドの
絶滅収容所にユダヤ人を送っただけでなく、
トリエステにイタリア絶滅収容所（リジエ
ラ・サン・サッバ）を設け、自らユダヤ人の
抹殺を行っていたことが分かった。そこを訪
れ、関係資料を収集した。 
(3)北部同盟が統治するブレシアやミラノの
移民の状況、自治体の対移民政策に関する基
礎資料を収集した。また、北部同盟の政策、
イデオロギー、党組織構造、言説分析を行い、
そのイデオロギーは、連邦制と権限移譲、家
族の価値、ローカリズム、反政治とポピュリ
ズムを特徴としていること、ローカル共同体
の擁護と福祉を唱えるローカリズムは、エス
ノ・ポピュリズムの性格を持っており、激烈
なゼノフォビアを展開していることが明ら
かとなった。 
この研究成果の一部を「ポピュリズムの多

重奏」として、共著『ポピュリズム時代のデ
モクラシー』に発表した。この共著は日本で
は数少ないヨーロッパ新右翼のポピュリズ

ムの本格的な比較研究であり、反 EU、反ユー
ロ、反移民、反ムスリムを共通点とする新右
翼勢力の台頭の背景、特徴、デモクラシーに
とってのその意味の比較分析として関心を
呼んでいる。 
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